
Q
　
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
は
旧
八
日

市
市
に
お
い
て
、
市
民
と
行
政
の
懇

談
の
場
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
た
も

の
が
引
き
継
が
れ
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

　
昨
年
度
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
夜
間

開
催
か
ら
平
日
の
日
中
開
催
に
変
更

さ
れ
た
。
役
員
の
中
に
は
現
役
で
お

勤
め
の
方
も
お
り
、
参
加
は
大
変
厳

し
い
と
の
声
が
届
い
て
い
る
。

　
こ
の
現
状
か
ら
、
夜
間
ま
た
は
土

日
の
開
催
に
変
更
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

A
　
平
成
3 0
年
度
ま
で
は
市
政
懇
話

会
と
し
て
、
参
加
人
数
が
約
7 0
人
か

ら
9 0
人
と
い
う
大
人
数
で
行
っ
て
い

た
の
で
、
参
加
者
の
発
言
機
会
は
少

な
く
、
な
か
な
か
議
論
を
深
め
る
ま

で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。ま
た
、

夜
間
の
開
催
が
負
担
で
あ
る
と
い
う

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
昨
年
度
か
ら
は
、
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
と
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
、
地
区
自
治
会
連
合
会

の
役
員
の
皆
さ
ん
と
、
市
長
ほ
か
市

の
幹
部
職
員
が
、
膝
を
突
き
合
わ
せ

る
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
で
開
催
で
き

る
よ
う
、
出
席
者
を
少
人
数
と
し
、

平
日
の
昼
間
に
実
施
す
る
こ
と
と
し

た
も
の
で
す
。

　
昨
年
度
の
各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
で
は
、
以
前
と
比
べ
て
、
深

み
の
あ
る
懇
談
の
場
に
な
っ
た
と
い

う
評
価
も
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後

に
つ
い
て
も
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

現
在
の
形
で
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Q
　
市
民
生
活
に
一
番
身
近
な
自
治

会
の
活
動
に
つ
い
て
、

①
自
治
会
の
総
数
と
加
入
率
は
。
ま

た
、
自
治
会
へ
の
加
入
促
進
方
法
は
。

②
地
縁
団
体
の
法
人
化
の
割
合
と
不

動
産
の
所
有
状
況
は
。

③
自
治
会
所
有
の
不
動
産
と
法
定
外

公
共
物
と
の
管
理
方
法
の
違
い
は
。

ま
た
、
新
た
な
団
地
の
道
路
や
公
園

な
ど
の
管
理
責
任
は
。

④
１
５
０
万
円
以
下
の
生
活
道
路
等

環
境
整
備
事
業
の
状
況
は
。

A
　
①
自
治
会
数
は
３
８
８
で
、
加

入
率
は
7 6
・
４
％
で
す
。
自
治
会
の

活
動
や
必
要
性
を
記
載
し
た
チ
ラ
シ

を
作
成
し
、
転
入
者
に
配
布
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
規
の
宅
地
開
発
の

際
に
は
、
事
業
者
に
対
し
て
入
居
者

の
自
治
会
加
入
を
要
件
と
し
て
加
入

に
関
す
る
確
認
を
取
る
よ
う
指
導
し

て
い
ま
す
。

②
地
縁
団
体
と
し
て
4 7
％
が
法
人
化

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
治
会
が
本
来
所

有
す
る
不
動
産
の
登
記
名
義
を
認
可

地
縁
団
体
名
義
に
変
更
す
る
こ
と
は

勧
め
て
い
ま
す
が
、
不
動
産
の
所
有

状
況
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

③
市
が
所
有
す
る
法
定
外
公
共
物
も

自
治
会
所
有
の
資
産
と
同
じ
よ
う
に

日
常
管
理
は
自
治
会
に
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
開
発
で
新
た
に
設
置
さ
れ

た
公
園
や
道
路
の
管
理
責
任
は
市
に

あ
り
ま
す
が
、
維
持
管
理
は
自
治
会

で
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

④
令
和
元
年
度
は
申
請
、
施
工
数
と

も
2 9
件
で
、
今
年
度
も
自
治
会
要
望

に
応
じ
た
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
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善
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共
一

こ
れ
で
良
い
の
か
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

Q
　
多
様
な
子
ど
も
達
を
誰
ひ
と
り

取
り
残
す
こ
と
の
な
い
公
正
に
個
別

最
適
化
さ
れ
た
学
び
「
Ｇ
Ⅰ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
」
に
つ
い
て
、

①
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
授
業
か
。

②
学
校
教
育
が
劇
的
に
変
わ
る
と
期

待
し
て
い
る
が
体
制
は
変
わ
る
の
か
。

③
い
つ
か
ら
本
格
運
用
す
る
の
か
。

④
通
常
学
級
で
障
害
や
個
性
の
あ
る

子
ど
も
も
学
べ
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
に
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
考
え
は
。

⑤
低
所
得
者
世
帯
へ
の
通
信
費
支
援

制
度
は
。

⑥
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
環
境
が
家
庭
に
な
い
、
あ

る
い
は
家
庭
以
外
で
学
習
す
る
児
童

生
徒
に
持
ち
運
べ
る
通
信
機
器
を
貸

与
す
る
計
画
は
。

A
　
①
一
斉
学
習
で
は
双
方
向
型
の

学
習
が
、
個
別
学
習
で
は
一
人
一
人

の
習
熟
に
応
じ
た
学
習
が
、
ま
た
協

働
学
習
で
は
子
ど
も
同
士
の
意
見
交

換
が
可
能
と
な
り
、
全
て
の
子
ど
も

に
最
適
化
さ
れ
た
授
業
に
な
り
ま
す
。

②
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
よ
り
授
業
方
法
は

変
わ
り
ま
す
が
、
学
校
の
仕
組
み
や

体
制
自
体
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

③
来
年
度
の
授
業
か
ら
本
格
運
用
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

④
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
の
特
性
を
生

か
し
た
教
育
を
よ
り
推
進
さ
せ
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
、
個
々
の
集
中
力

が
高
ま
る
な
ど
の
学
習
効
果
と
と
も

に
活
用
範
囲
も
広
が
る
た
め
来
年
度

か
ら
実
施
し
ま
す
。

⑤
要
保
護
・
準
要
保
護
世
帯
に
月

１
千
円
、
年
間
１
万
円
を
限
度
に
手

当
て
し
ま
す
。

⑥
持
ち
運
べ
る
通
信
機
器
の
貸
与
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

新
政
無
所
属
の
会

井
上

　

均

公
正
に
最
適
化
さ
れ
た
学
習
と
は

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ

鈴
木

　
則
彦

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
で
に
ぎ
わ
い
を

Q
　
駅
前
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
を
使
っ

た
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
事
業
の
進
捗
状

況
は
。
ま
た
、
国
の
規
制
緩
和
終
了

後
の
対
応
は
。

A
　
市
、八
日
市
ま
ち
づ
く
り
公
社
、

地
元
商
店
街
、
沿
道
の
大
型
店
な
ど

で
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

1 0
月
実

施
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
国
の
緩
和
措
置
終
了
後
は
、
検
証

結
果
に
基
づ
き
、
道
路
管
理
者
や
警

察
署
、
近
隣
自
治
会
と
も
十
分
協
議

し
、
恒
常
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Q
　
駅
前
未
利
用
地
活
用
に
つ
い
て
、

パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
者
の
公
募
は
終
わ

っ
た
が
、

①
提
案
の
あ
っ
た
施
設
の
概
要
は
。

②
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

③
こ
の
事
業
が
中
心
市
街
地
に
与
え

る
イ
ン
パ
ク
ト
は
。

A
　
①
１
階
は
観
光
交
流
機
能
、２
、

３
階
は
オ
フ
ィ
ス
機
能
、
４
階
か
ら

1 4
階
は
各
フ
ロ
ア
４
戸
、
計
4 4
戸
の

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
す
。

②
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
を
締
結
し
詳
細

の
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、
年
度
内

に
事
業
契
約
、
令
和
５
年
３
月
の
竣

工
を
目
指
し
ま
す
。

③
多
様
な
世
代
が
集
い
暮
ら
す
こ
と

で
新
た
な
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
、
中

心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出
と
価
値

の
向
上
、
都
市
機
能
の
一
層
の
集
積

が
図
ら
れ
、
さ
ら
な
る
投
資
を
呼
び

込
む
経
済
活
力
の
向
上
の
役
割
を
果

た
し
ま
す
。
ま
た
、
近
江
鉄
道
の
利

用
促
進
や
公
共
交
通
の
活
性
化
に
つ

な
が
り
ま
す
。
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